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（課程博士・様式９） 

審  査  要  旨 

 1987年，多元環の傾斜理論の一般化として，Happelは多元環の表現論に，加群

圏の導来圏を導入した。その後 1989年，Rickard は，2つの多元環が導来同値で

あるための必要十分条件を，傾複体の存在によって与え，それを用いて Broué の

アーベル不足群予想を，不足群が巡回群の場合に肯定的に解決した。この肯定解は，

Brauer 樹木多元環（有限表現型自己入射的多元環の特殊例）全体の導来同値のも

とでの分類を与えていた。この結果から，多元環のクラスを導来同値の元で分類す

るという問題が活発に研究されるようになった。浅芝は，多元環の被覆を用いて，

有限表現型自己入射的多元環全体の導来同値分類を与えた。さらにこの方法を無限

表現型にも適用して，樹木型区分的遺伝多元環の歪多重拡大全体の導来同値分類も

行った。 

 これらの研究は，群作用の被覆理論を圏作用に一般化し，群作用での軌道圏構成

をグロタンディーク構成に一般化することによって拡張される。その際，軌道圏お

よびグロタンディーク構成をクイバーと関係式で表示することが応用上必要にな

る。本論文の第 1章はこの問題を考察し，次の 2つの結果を与えている。以下，k

は代数的閉体，Iは小圏とする。 

１. Cを１つの k小圏とする。Iから k小圏全体のなす 2圏 k-Catへの対角関手Δ

(C)に対して，そのグロタンディーク構成のクイバーと関係式による表示を，Iの表

示を用いて与えた。 

２. Iから k-Catへの関手 Xに対して，そのグロタンディーク構成のクイバーと関

係式による表示を，Iの表示と X(i) (iは Iの対象)の表示を用いて与えた。 

いずれも，それまでに得られていた結果を拡張している。特に２の結果は全く新し

いものである。 

 本論文の第 2章は，歪多重拡大に関する上記の浅芝の結果を，一般多重拡大Λ:= 

A’/<φ>に一般化している。ここで，A は樹木型区分的遺伝多元環，A’は A の反復

圏，φは A’の自己同型でジャンプ n を持つものである。定義により樹木型区分的

遺伝多元環 Aは，ある樹木型遺伝多元環 Hと導来同値である。本論文でのポイン

トは，φから Aの自己同型φ0を構成し，Aのφ0による歪 n重拡大Λ0と，もとの

Λが導来同値である，という定理を証明するところにある。その証明は，Aに関す

る問題を H に帰着させて行われる。この定理を用いて，一般多重拡大の導来同値

分類の問題を歪多重拡大の導来同値分類に帰着させ，次の主結果を得ている。 

３. Λ，Λ’を樹木型区分的遺伝多元環の一般多重拡大とすると，次が同値になる：

(i) ΛとΛ’とは導来同値である; (ii) ΛとΛ’とは安定同値である; (iii) type(Λ) = 

type(Λ’)。ここに，type(Λ)とはΛ0 に対してすでに定義されている導来不変量

type(Λ0)である。この結果は，導来同値分類の研究をさらに前進させるものである。

以上により，本論文は，博士（理学）の学位を授与するに値するものと認定する。 
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